











































性 2℃/cmで行なった｡図2にA対称性 y(zz)xで観測された光学的振動モー ドの周波数の
温度依存性を示す｡強誘電相で新 しく現われる振動モー ドは常誘電相においてブリルアンゾー
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のモー ド(｡)と台地 (･, 15cm-1で測定 )の強度の温度依存性を示す｡他の対称性Z(yz)y
でもソフト化の傾向を示す32cm~1のモー ドと台地状のモー ドが観測された｡28｡m-1及び
32｡m-1のモー ドは,ソフトモー ドと思われるが,台地状のモー ドはどの様な機構によるか明
らかではない｡常誘電相と強誘電相においてHse03とH2Se03の分子内振動が区別 して観
測された｡
このことは,常誘電相で水素が規則構造 をしている事を示 してお り,重水素核磁気共鳴から
得られた結果と一致 している｡強誘電相で転移点付近から分子内振動のスペクトルの分離が現
われた｡単位格子が強誘電相で2倍になる事で,この分離が説明できる｡温度を下げていくと
転移点から急激に強度を増す分子内振動モー ドが観測されたけれども,詳しい解析は今後の課
頓である｡
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